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皮脂腺におけるビタミン Aのとり込みと放出能についての形
態学的研究

論文審査委員 会理 由11 邦彦
5雫藤田尚男 教授橋本一成

論文内容の要旨

〔目的〕

マウスに過剰のビタミンAを投与し，皮膚における分布および局在をしらべた結果，皮脂腺に相当

量のビタミンAがとり込まれ，分泌物とともに排出されることを見いだした。乙の経過を光学顕微鏡

及び電子顕微鏡オートラジオグラフの結果を中心に述べる。

〔材料と方法〕

6 週齢のオスの ddY系マウス(体重 29-31 g )を用い， ビタミンA欠之食で 1 週間飼育後， 92.5 

MBqの 3H-vitamin A(retinyl acetate , (15- 3 H(n)Jー)を筋注し， 1 日および 9 日後

に 2.5 % gl u tara 1 dehydeR:て濯流固定し，耳介皮膚，尾，肝臓を取り出し，それぞれ光顕及び電

顕オートラジオグラフィーを行った。対照としては，通常の実験用動物飼料(ビタミンA含有量 0.3

mg/100mg) で飼育したものを用いた。

光顕 :10第ホノレマリン浸漬固定後3 脱水，水溶性樹脂包埋剤( J B-4 )に包埋し， 2.5μm 厚の

切片を作成し， 1 lf ord K -2 または L-4 em ul s i on léて 4 0C で 2 週間露光させ，現像し，へマト

キシリンーエオジン染色後，鏡検した。

電顕: 2.5%glutaraldehyde にて浸漬固定後，さらに 1 労オスミウム酸にて後固定t 35ぢ酢酸

ウラニノレにてブロック染色，脱水後，包埋し，電顕用超薄切片を作成・した後， Ilford L-4 emuｭ

lsion をかぶせ， 4 0 C で 1 -2 カ月間露光させ，現像し，電顕にて観察した。
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〔成績〕

(1) 光顕オートラジオグラフィー:投与後 1 日では皮脂腺ならびに周囲の結合組織に少数の銀粒子を

認めたが， 9 日自には皮脂腺に 1 日目と比べてはるかに多量の銀粒子の集積像が見られた。その他

の部分にはほとんど認められなかった。皮脂腺ではとくに腺の中心部および導管前部に多くの銀粒

子が認められた。耳介皮膚では軟骨細胞にもわずかに銀粒子を認めた。なお，投与後の表皮構造の

変化は認めなかった白肝臓では 1 日， 9 日ともに伊東細胞に集積像が見られた。

(2) 電顕オートラジオグラフィー:投与後 1 日では皮脂腺の銀粒子は極めて少なかったが， 9 日では

皮指腺の指質滴をもたない辺緑部の未熟な細胞( imrnature ce11 )には銀粒子を認めず，その

内層にあり少数の脂質滴をもつやや分化した細胞，および中央に位置し多数の脂質滴をもっ成熟細

胞( ma t u r e c e 11 )の指質滴中に多くの銀粒子を認めた。さらに導管前部においては，変性に陥

り，崩壊した細胞の変形した脂質滴に混じって銀粒子を認めた。なお，毛包及び表皮にはビタミン

A投与による細胞の変化は認められず，銀粒子の集積もなかった。

〔総括〕

(1) マウスに過剰に投与されたビタミンAは主として皮指腺の成熟細胞の指質滴の中とさらに導管前

部の変性細胞に認められた乙とより， ビタミン Aは皮膚においては皮脂腺の脂質滴中にとり込まれ，

全分泌 (ho1ocrine secretion) によって崩壊した細胞に含まれて体外へ排出されることが

明らかになった。

(2) 皮脂腺は，真皮内においては脂質を分泌し得る最大の器官であるが，乙乙にビタミン Aが集積し

全分泌により排出される乙と，さらに過剰投与による表皮の変化を認めない乙とより，皮脂腺が過

剰に入った血中及び皮膚のビタミン Aのレベルを調節する役割を果たしている乙とが推測される。

論文の審査結果の要旨

本研究は，皮脂腺の腺細胞が3 脂質滴をもたぬ未熟細胞，多数の脂質滴をもっ成熟細胞，生理的変

性細胞に分けられ，細胞が乙の順序に成熟し，全分泌 (ho1ocrine secretion) によって放出

される乙とを示し，ついで 3H-vi tami n A の電子顕微鏡オートラジオグラフィーにより， ビタミ

ン Aが皮脂腺細胞の脂質滴にとり込まれ，上述の順序にしたがって体外へ放出されるととを，はじめ

て明らかにしたものである。なお未熟細胞にはビタミンAはとり込まれない。

以上の結果は，皮指腺が過剰のビタミンA をとり込み，体外へ放出する機能をもっととを物語るも

のであり，充分に医学博士の学位に価するものである乙とを認める。
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